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平成25年度第4回（12月度） 

理事会報告・運営会議報告 

 

 

 

 

 

 

理事会 議事 

 

2013年12 月6 日に平成25年度第4回理事会・

運営会議が理事11名、監事2 名と4 名の理事代理

の方の出席のもと「音の日」イベント会場 東京ガー

デンパレス3 階 鶴の間で開催されました。 

 

1. 第1号議案：新会員の承認を求める件 

平成25年第3回（9月）理事会以降、平成25年

12月5日までの間に入会申請のあった個人正会員1

名の入会が申請通り承認されました。 

 

2. 第2号議案：諮問委員の承認を求める件 

平成 25 年度の諮問委員に期中の退任者と新任者

があり、申請通りに承認されました。 

 

運営会議 議事 

 

1. 音展報告と来期の考え方： 

始めに校條会長より昨年 10 月に開催された今期

の音展報告が下記の通りされました。 

 出展社数は、完実電機ブースへの出展メーカー

を加えると出展社数は80社。 

 最多来場者年齢層は 40-50歳と昨年の 30-40歳

より上昇。また、総来場者数は日曜日の悪天候

の影響もあり目標を下回ったが、会場内の売り

場（レコード：120%、出版物：115%、持ち帰

り商品：売切れ）の売り上げ増加や、各ブース

や試聴室、イベントが常に満員状態であったこ

とから、確度の高い顧客が来場されたと判断さ

れる。 

 女性客は10%と昨年の7.4%より上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 収支に関しては、新会場故、広報費に予算を掛

けたが、一会場運営による経費削減により、収

支均衡を実現。 

続いて、今後の運営上の課題として下記の点が討

議されました。 

 2 階個社ブースでは顧客の入りにばらつきがあ

り、顧客誘導（順路・案内板・照明）と、各ブ

ースのプロモーションの改善 

 1 階のアトリウムの使い方を含め車載展示方法

の改善 

 総合家電メーカーと専業メーカーが混在した1F 

Hall 3の展示スペースの改善 

 物販ルールの明確化 

今後、展示会実行委員会を中心として来期へ向け

た音展開催検討を進めて行きますが、次回平成 26

年2月5日の理事会にて、平成26年度の音展開催

の最終決定をする予定です。 

 

2. 役員改選と来期体制について： 

校條会長より来期の役員改選について説明がされ

ました。役員改選は平成 26年 6月の総会での承認

案件ですが、1 月から役員推薦委員会を中心に、来

期の理事候補の検討・打診、更に、現在会長兼務と

なっている常任理事の選出の有無を含めた役員体制

の検討、役員定数の適正確認、個人会員の構成比と

役員人数の検討等を行い、平成 26年 5月の理事会

承認を経て、6月の総会に提案されます。 
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